
別紙

１．取組目的 ３．取組期間

・ 住宅の耐震化を推進するために、住宅所有者の方に耐震化に対する 本プログラムの取組期間は下記の通りとする。

理解を更に深めてもらう。

・ 重点的に耐震化を推進する区域を緊急耐震重点区域と定め、戸別訪

問を含む、住宅所有者への積極的な普及啓発を行う。

２．緊急耐震重点区域の設定

緊急耐震重点区域は、本市の住宅耐震化の状況から下記の区域とする。

４．戸別訪問の実施

戸別訪問は下記の通り行う。

① リーフレット等を用い耐震化の必要性・補助制度を説明する

② 不在の場合は、資料をポスティングする

③ 訪問結果（訪問日、訪問者、説明内容等）を記録・整理する

５．その他の普及啓発活動

戸別訪問と併せて、下記啓発活動も引き続き実施していく。

① 住宅耐震啓発パンフの配布

② 地域防災活動での周知

③ 塩竈市広報誌による周知

６．関係団体との連携

塩竈市（本土） 戸別訪問及びその他の普及啓発活動において、県及び宮城県

建築物等地震対策推進協議会と連携して活動に取り組む

７．実績の公表

・ 当該年度毎に訪問戸数・診断実績・改修実績の件数を取りまとめる。

・ 取りまとめ結果を本市ホームページ上にて公表する。

H32 H33

AP作成

H28 H29 H30 H31

戸別訪問

●本土：赤坂、旭町、泉ヶ岡、石堂、今宮町、梅の宮、尾島町、海岸通、北浜1～4丁目、権現堂、香
津町、小松崎、栄町、桜ヶ丘、佐浦町、白菊町、白萩町、新浜町1～3丁目、新富町、玉川1～3丁
目、月見ヶ丘、貞山通1～3丁目、長沢町、中の島、西玉川町、西町、錦町、野田、花立町、東玉川
町、藤倉1～3丁目、南錦町、南町、宮町、みのが丘、港町1，2丁目、向ヶ丘、本町、楓町1～3丁目、
松陽台1～3丁目、清水沢1～4丁目、牛生町、芦畔町、舟入1，2丁目、大日向町、袖野田町、母子
沢町、泉沢町、後楽町、一森山、杉の入1～4丁目、越の浦1，2丁目、越の浦二丁目、青葉ヶ丘、千
賀の台1～3丁目、字伊保石、字石田、字庚塚
●浦戸地区：浦戸寒風沢、浦戸野々島字朴島、浦戸桂島、浦戸野々島、浦戸石浜

浦戸地区（離島）

〇対象住宅

・昭和５６年５月以前に建築された住宅

塩竈市 住宅耐震化緊急促進アクションプログラム ２０１７

緊急耐震重点区域 ： 塩竈市 全域

取組期間 ： 平成２９年度 ～ 平成３２年度 （４年間）


